
７ 広報まえばし

が
ち
で
す
が
、
患
者
の
発
生
は
い
ま

だ
に
絶
え
ず
、
わ
が
国
で
も
年
間
四

万
人
以
上
が
発
病
し
て
い
ま
す
。
受

診
対
象
者
に
は
、
日
時
と
会
場
が
記

載
し
て
あ
る
受
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
く
て
検
診
を
希

望
す
る
人
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。
年
に
一
度
は
、
必
ず
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
肺
が
ん
検
査

肺
が
ん
に
か
か
る
人
は
年
々
増
え

支
所
･
出
張
所
管
内
に
住
む
人
を

対
象
に
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・

肺
が
ん
検
査
を
行
い
ま
す
。
車
い
す

な
ど
を
利
用
し
て
い
る
人
で
撮
影
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
庁
管
内
は
春
に
実
施
済

み
で
す
が
、
受
け
て
い
な
い
人
は
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
核
は
、
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ

る
傾
向
に
。
次
に
該
当
す
る
人
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
早
期
発
見

の
た
め
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
＝
40
歳
以
上
で
た
ば
こ
を
吸
う

人
・
身
近
に
喫
煙
者
の
い
る
人
、
せ

き
や
た
ん
・
血
た
ん
が
続
い
て
い
る

人
な
ど
　
検
査
料
＝
千
百
円
。
次
の

�
〜
�
に
該
当
す
る
人
は
無
料
。
�

65
歳
以
上
（
昭
和
13
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
�
生
活
保
護
世
帯
�

市
民
税
非
課
税
世
帯
　
申
し
込
み
＝

当
日
会
場
へ
直
接
　

○
…
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー

�
２
２
３
―
８
８
４
４
へ
。

秋
の
結
核
・
肺
が
ん
検
査
の
対
象

支
所
・
出
張
所
管
内
の
人

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
ヒ

ト
）
の
第
二
・
第
三
世
代
が
発
生
す

る
時
季
に
な
り
ま
し
た
。
生
態
を
知

り
効
果
的
な
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

□
ア
メ
ヒ
ト
退
治
三
つ
の
対
策

�
発
見

ア
メ
ヒ
ト
は
、
通
常
六
月
上
旬
か

ら
七
月
中
旬
と
、
八
月
上
旬
か
ら
十

月
上
旬
の
年
二
回（
年
に
よ
り
三
回
）

発
生
し
ま
す
。
桑
や
梅
、
柿
な
ど
の

葉
に
好
ん
で
産
卵
。
卵
か
ら
か
え
っ

た
幼
虫
は
、
糸
を
吐
い
て
巣
を
作
り
、

十
日
間
前
後
固
ま
っ
て
い
ま
す
。
巣

の
中
の
幼
虫
は
葉
の
葉
脈
を
残
し
て

食
べ
る
の
で
、
そ
の
葉
だ
け
透
け
て

見
え
ま
す
。

�
処
分

幼
虫
は
体
長
約
一
・
五
�
に
な
る

と
巣
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
分

散
す
る
前
に
枝
葉
を
切
り
取
っ
て
、

焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

巣
が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
場
合
は
、

枝
を
切
り
落
と
す
か
、
直
接
幼
虫
を

焼
い
て
く
だ
さ
い
。

�
薬
剤
散
布

発
見
が
遅
れ
幼
虫
が
分
散
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳

剤
ま
た
は
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
乳
剤
な
ど
を
散

布
。
薬
剤
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
注
意
点
を
守
り
、
人
や
家
畜
、

作
物
な
ど
に
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
農
政
課
�
８
９

０
―
６
７
０
５
へ
。

合
併
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
る

場
と
し
て
、四
月
に
本
市
と
大
胡
町
、

宮
城
村
の
三
市
町
村
で
任
意
合
併
協

議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
月
か
ら

は
粕
川
村
も
同
協
議
会
に
参
加
。
四

市
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
合
併
の

議
論
を
進
め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
１
日
�
午
後
２
時
　
会

場
＝
大
胡
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

シ
ャ
ン
テ
　
対
象
＝
一
般
、
先
着
四

百
八
十
人
　
内
容
＝
関
西
学
院
大
教

授
・
小
西
砂
千
夫
さ
ん
の
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
参
加
費

＝
無
料

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
広
域
市
町

村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
�
８
９

０
―
６
３
３
５
へ
。

ア
メ
ヒ
ト
退
治
の
コ
ツ

早
め
の
発
見
早
め
の
防
除

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

�
討
論
�
を
聞
き
ま
せ
ん
か

本
市
の
下
水
道
に
は
、合
流
式（
汚

水
と
雨
水
を
一
緒
の
下
水
道
管
で
処

理
）
と
分
流
式
（
汚
水
は
下
水
処
理

し
、
雨
水
は
河
川
に
放
流
）
の
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。
お
お
む
ね
市
街
地

は
合
流
式
、周
辺
部
は
分
流
式
で
す
。

分
流
式
区
域
で
は
、
下
水
道
（
汚

水
管
）
に
雨
水
が
流
入
す
る
と
、
豪

雨
の
と
き
に
汚
水
処
理
に
支
障
が
出

た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
噴

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
流
式
区
域
の
宅
地
内
排
水
設
備

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ふ
た
や
升
、

陶
製
の
排
水
管
な
ど
が
破
損
し
て
い

る
場
合
は
、
排
水
管
へ
の
雨
水
の
浸

入
を
防
ぐ
修
理
や
改
良
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
理
・
改
良
工
事
の
費
用

は
、
個
人
負
担
で
す
。

◯
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
管
理
課

�
８
９
０
―
３
０
７
４
へ
。

安
定
し
た
下
水
処
理
の
た
め

排
水
管
の
破
損
は
修
理
を

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区

域
内
の
農
地
を
、
住
宅
や
店
舗
、
露

天
駐
車
場
な
ど
に
使
用
す
る
に
は
、

初
め
に
農
用
地
区
域
か
ら
の「
除
外
」

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
次
に

農
地
法
に
基
づ
く
転
用
許
可
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
希
望

す
る
農
地
の
所
有
者
や
、
農
用
地
区

域
内
に
編
入
を
希
望
す
る
土
地
の
所

有
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

日
時
＝
９
月
２
日
�
〜
20
日
�
の
執

務
時
間
内
　
場
所
＝
市
役
所
７
階
農

政
課
　
対
象
区
域
＝
上
川
淵
・
下
川

淵
・
芳
賀
・
桂
萱
・
総
社
・
南
橘
・

清
里
・
永
明
の
各
出
張
所
管
内
、
城

南
支
所
管
内
の
市
街
化
調
整
区
域
　

用
意
す
る
物
＝
土
地
登
記
事
項
証
明

書
ま
た
は
登
記
簿
謄
本
（
分
家
住
宅

の
場
合
は
昭
和
46
年
当
時
の
所
有
者

が
分
か
る
物
）、
公
図
、
土
地
利
用
計

画
書
、確
約
書
、案
内
図
、印
鑑
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
７
０
２
へ
。

農
地
を
住
宅
な
ど
に
す
る
に
は

除
外
の
申
請
が
必
要
で
す

アメヒト対策を万全に


